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巻
頭
言 

 
 
 

 

 

練
馬
支
部 

十
一
組 

東
富
士
分
教
会 

新
井
成
英 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
私
は
東
富
士

と

う

ふ

じ

分
教
会
七
代
会
長
を
勤
め
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
新
井
で
す
。 

 
 

会
長
の
お
許
し
を
頂
い
て
か
ら
漸
く
三
年
と
六
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
新
米
で
す
。
に
を
い
が
け
な
ど
は
、
な
か
な
か
上

手
に
い
き
ま
せ
ん
。 

 
 

そ
ん
な
頼
り
甲
斐
の
な
い
私
で
す
が
先
日
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
と
あ
る
病
院
に
母
の
付
き
添
い
で
行
っ
た
際
に
、
待
ち
合
い

廊
下
の
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
掛
け
て
い
た
所
、
七
十
過
ぎ
位
の
男
性
の
方

が
診
察
を
終
え
て
帰
り
支
度
を
始
め
て
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
袖
を
通
そ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
片
方
の
袖
が
裏
返
し
に
な
っ
て
い
る
為
、

何
度
も
袖
を
通
そ
う
と
す
る
の
で
す
が
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
私
は
、
会
長
に
な
っ
た
か
ら
？
あ
る
い
は
歳
を
重
ね
て
来
た
か
ら 

か
？
声
を
か
け
手
助
け
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
す
る
と
男
性
は
歳 

を
取
る
と
こ
う
い
う
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
嘆
く
の
で
、
私
も
「
家 

の
中
で
自
分
の
置
い
た
物
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
分
か
ら
な
く
な
る
事 

が
よ
く
あ
り
ま
す
よ
」
と
伝
え
る
と
話
が
弾
み
、
ご
自
身
の
身
上
の 

話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
一
週
間
前
に
来
院
さ
れ
て
検 

査
を
し
、
今
日
又
検
査
を
受
け
て
ち
っ
と
も
治
療
を
し
て
く
れ
な
い 

と
言
う
、
と
て
も
嘆
か
わ
し
い
情
況
で
し
た
。
私
は
、「
や
ま
い
の
も 

と
は
心
か
ら
」
と
、
口
か
ら
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
き
な
り 

お
道
の
話
を
す
る
の
も
良
く
な
い
？
と
思
い
、
表
現
を
変
え
て
「
気 

の
持
ち
方
も
大
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
お
話
し
す
る
と
、
暫 

く
俯
い
て
、「
そ
う
か
！
気
が
病
む
か
ら
病
気
な
ん
だ
よ
な
」
と
、
あ 

ん
た
若
い
の
に
う
ま
い
事
を
言
う
ね
ぇ
と
、
一
瞬
の
う
ち
に
明
る
い 

表
情
に
変
わ
ら
れ
、
別
れ
際
に
は
、
私
の
母
に
も
「
お
だ
い
じ
に
」 

と
温
か
い
言
葉
を
掛
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

「
ひ
と
こ
と
は
な
し
は 

ひ
の
き
し
ん 

 
 
 
 
 
 

に
ほ
い
ば
か
り
を
か
け
て
お
く
」 

 
 
 
 
 
 

（
み
か
ぐ
ら
う
た 

七
下
り
目 

一
つ
） 

時
間
に
す
れ
ば
、
僅
か
五
分
程
度
の
出
来
事
で
す
が
、
お
や
さ
ま
が
、 

私
を
後
押
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
思
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

会
長
就
任
間
も
な
い
頃
、
東
照
分
教
会
の
村
上
先
生
に
、
あ
ん
た 

の
お
爺
さ
ん
は
、
随
分
長
い
間
支
部
の
御
用
を
勤
め
た
の
だ
よ
と
教 

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

前
会
長
で
あ
る
父
も
御
用
を
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
ま 

だ
ま
だ
半
人
前
で
す
が
少
し
ず
つ
で
も
成
人
さ
せ
て
頂
け
る
様
、
ま 

た
支
部
活
動
の
上
に
も
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
様
に
、
つ 

ぎ
な
る
塚
に
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
あ 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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陽
気
ぐ
ら
し
講
座 

◆ 

十
一
月
五
日
（
日
）、
午
後
二
時
よ
り
、 

都
千
龍
分
教
会
に
於
い
て
「
陽
気
ぐ
ら 

し
講
座
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

 

中
臺
勘
治
先
生
よ
り
講
話
を
頂
き
ま 

し
た
。 

 

（
参
加
者 

 
 

四
十
五
名 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

内 

子
供
二
名
） 

  
 

  
 

婦
人
会

◆ 

十
一
月
二
十
八
日
（
火
）
本
京
分
教 

会
に
於
い
て
、
誕
生
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

村
田
良
子
先
生
（
城
山
部
属
、
城
都
分

教
会
長
夫
人
）
を
お
迎
え
し
第
二
十
四 

回
「
婦
人
会
の
集
い
」
を
開
催
さ
せ
て 

頂
き
ま
し
た
。 

前
日
か
ら
の
ひ
の
き
し
ん
を
さ
せ
て 

頂
き 

当
日
は
た
く
さ
ん
の
方
に
お
集 

ま
り
頂
き
、
賑
や
か
に
和
や
か
に
価
値 

あ
る
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た 

 

（
参
加
者 

婦
人
会
員
五
十
八
名
、 

 
 
 

教
会
長
ひ
の
き
し
ん
十
一
名
、 

 
 
 

幼
児
四
名
） 

 

 

立教１８１年 

練馬支部おつとめ総会 
 

来年も例年の通り、新年のおつとめ総会をつとめさせて頂きます。 

次の塚に向かい、こころも新たにしっかりとつとめさせていただきたいと 

存じますので、お誘い合わせの上、一人でも多くご参加下さいますようお願 

い申し上げます。 

        記 

日時、  １月３１日（水）午前１０時 
      (おつとめ奉仕者、午前９時集合） 

 

会場、  天理教都大教会 
    （大泉学園町 6-18-26 ☎3924-2633） 

 

内容、  ＊おつとめ 

＊講話、東京教区布教部長 入江和徳先生（本理世大教会長） 

＊直会 
   ❋おつとめの役割に当たられていない方も、大勢ご参加下さい。 

天理教練馬支部 
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◆ 

十
二
月
十
二
日
（
火
）
十
時
よ
り
、 

開
和
分
教
会
に
て
、
来
年
の
行
事
計
画 

を
練
り
合
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ 

い
。 ひ

の
き
し
ん 

◆ 

十
一
月
五
日
（
日
）
は
、
都
合
に
よ
り 

中
止
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

十
二
月
、
一
月
、
二
月
は
お
休
み
で
す
。 

◆ 

次
回
は
、
三
月
四
日
（
日
）
で
す
。 

 

に
を
い
が
け
・
例
会 

◆ 

十
一
月
三
十
日
（
金
）、
豊
眞
分
教
会 

に
て
、
十
時
よ
り
に
を
い
が
け
、
十
一 

時
よ
り
支
部
例
会
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂 

き
ま
し
た
。 

 

八
組
よ
り
当
該
教
会
長
の
岡
田
先
生 

、
紀
柏
分
教
会
の
鶴
田
先
生
、
明
竹
分
教 

会
の
三
浦
先
生
よ
り
お
話
し
を
聞
せ
て 

頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
参
加
者 

 
 

二
十
六
名
） 

 
 
 

 

 
 

 

青
年
会 

◆ 

天
理
教
青
年
会
創
立
百
周
年
に
向
か 

っ
て
、
東
京
教
区
青
年
会
で
の
都
内 

「
三
百
六
十
五
日
毎
日
実
動
」
は
、
十

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
無
事
完
遂
い
た

し
ま
し
た
。 

練
馬
支
部
で
は
、
引
き
続
き
実
施
致

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

※
今
後
の
予
定 

十
二
月
八
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り 

一
月
五
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り 

練
馬
駅
南
口 

 

◆ 

創
立
百
周
年
記
念 

 

第
九
十
四
回
天
理
教
青
年
会
総
会 

 
 

立
教
百
八
十
一
年 

十
月
二
十
八
日
（
土
） 

 

◆ 

来
年
の
一
月
五
、
六
日
に
青
年
会
で 

本
部
の
お
節
会
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す 

日
程
と
し
て
、
多
少
の
変
更
は
あ
る
と 

思
い
ま
す
が
現
時
点
で
は
、
こ
の
内
容 

で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

青
年
会
以
外
で
も
、
多
く
の
人
と
行
け 

た
ら
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
声
か
け
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

赤
い
羽
根 

◆ 

赤
い
羽
根
共
同
募
金 

練
馬
支
部
と
し
て
、
十
万
百
五
十
円
を 

教
区
に
納
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

支
部
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
計
小
林 

訃 

報 

十
一
月
二
日 

お
出
直
し 

 

 
 

本
島
大
教
会
・
本
草
分
教
会 

 

 
 
 

三
代
会
長
夫
人 

 
 
 

倉
嶋
さ
か
ゑ
先
生
（
百
歳
） 

   
 

長
年
に
亘
り
、
お
道
の
上
に
、 

ま
た
、
支
部
活
動
の
上
に
ご
尽
力 

下
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま 

す
。 
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１２月行事予定 

❋印は、一般の方も是非ご参加下さい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本誌は、天理教ホームページの「信仰している方へ」の中の教区・支部情報ネットでご覧になれます。 

日 時 行 事 会場 担当者 

12月  5 日（火） 

9：30より 

教区ひのきしん 

 

東京教務支庁  

5 組 

❋12 月  8日（金） 

19：00より 

青年会 

 ひのきしん、路傍講演、他 

 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

 

久保 耕平 

070-6632-2160 

12月  9 日（土） 教区ひのきしん 

   年末大掃除 

東京教務支庁  

9 組 

❋12 月  10日（日） 

13：30より 

 

天理教基礎講座 

 本部講師 上田禮子先生 

  （浪華分教会長夫人） 

東京教務支庁 

 受講対象 15 歳以上 

 受講御供 500円 

 

❋12 月 12日（火） 

10：00より 

 

婦人会例会 

 立教 181 年行事計画 

開和分教会 

南大泉 4-47-22 

3924-7763 

本芝和分教会 

白田まき子 

3997-5424 

1 月  4日（木） 

16：00より 

幹事会 

 

豊眞分教会 

桜台 5-14-9 

3991-4068 

 

❋ 1月  5日（金） 

19：00より 

青年会 

 ひのきしん、路傍講演、他 

 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

 

久保 耕平 

070-6632-2160 

天理教基礎講座 東京会場 
 

今月の予定 

１２月 １０日（日） 

【昼間】午後１時３０分～３時（午後１時より受付） 

  本部講師 上田禮子先生（浪華分教会長夫人） 

 

受講対象 １５歳以上    受講御供 ５００円 

会  場 東京教務支庁 豊島区駒込７－１－４ 

            ０３－３９１７－０２４７ 

内  容 ビデオ①「天理教－陽気ぐらしの道」 

講話Ⅰ「かしもの・かりもの」 

     ビデオ②「信仰のよろこび」 

     講話Ⅱ「親神様・教祖・ぢば」 

 

任
命
お
運
び 

◆
教
会
名 

 
 
 

本
草
分
教
会 

お
運
び
日 

 
 

十
一
月
二
十
六
日
（
日
） 

新
会
長 

 
 
 

倉
嶋 

孝
明
さ
ん
（
五
代
会
長
） 

就
任
奉
告
祭 

 

十
二
月
十
六
日
（
土
） 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 


